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 鋼コンクリート複合構造物の設計においては，一般にはずれ止めがすべらないという前提で行われる。

頭付きスタッドのせん断耐力に関しては過去に多くの研究者が研究されている。しかし，現在，（社）日

本鋼構造協会が定める頭付きスタッドの試験方法（案）では試験体が回転しスタッドの破断をさせるのは

難しい。そこで，本研究では，頭付きのスタッドの純せん断試験によるスタッドの破断時の耐力と変形を

測定する為にスタッド径，コンクリート強度，スタッド強度，スタッドの径高比，をパラメータとして実

験を行った。 
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1.  はじめに 
 

 鋼コンクリート複合構造物は，鋼とコンクリート

の特長を生かすように工夫された構造形式である。

複合構造が成り立つためには，鋼材とコンクリート

との間で力の伝達がされなければならない。鋼とコ

ンクリート間でのせん断力の伝達は，一般には，頭

付きスタッドが多く用いられる。 

現在，鋼コンクリート複合構造物を合理的に設計

するためには，頭付きスタッドのせん断力－すべり

曲線が用いられる。せん断力－すべり曲線は，通常

押抜き試験によって求められる。しかし，現在，日

本鋼構造協会が定める頭付きスタッドの押抜き試験

方法（案）では，曲げ耐力が掛かり，スタッドの純

せん断破壊が見られにくい。そこで，本研究では，

頭付きスタッドの純せん断試験を行い，スタッドが

破断するときの耐力と変形の測定を目的にした。 
         

2.  実験 
 

2.1実験の要因 

 実験の要因は，スタッドは径が19mmと25mmの2種

類を使用した。スタッドの細高比は6とし，スタッ

ドの高さは120mmと150mmである。スタッドの引張り

強度は，JIS B1198に適合するｆsu=440N/mm2程度の

ものと，SM570相当のｆsu=623N/mm2のものを使用し，

コンクリート強度は設計圧縮強度をfc′=20，35，

50N/mm2とした。 

スタッドの軸径，頭部径および頭部厚，普通強度お

よび高強度スタッド共に，JIS B1198に適合するも

のである。なお，スタッドの特性をを表－1に示す。

また，実験条件は表－2に示す。 

 

 

表－1 スタッドの特性 

高強度

軸径 mm 19 25 19

高さ mm 120 150 120

頭部径 mm 32 40 32

頭部厚 mm 10 12 10

引張り強度 N/mm2 437 449 623

降伏強度 N/mm2 326 333 500

普通強度材質

 
 

 

2.2 試験体の形状と寸法 

 

 試験体は日本鋼構造協会の頭付き試験方法（案）

を参考に，頭付きスタッドが純せん断破壊するよう

に試験体を作成した。試験体の概略を図－1に示す。   

コンクリートブロック幅は400mmとし，コンクリ

ートブロック厚はかぶりを多くとるために220mmと

した。スタッドの軸直角方向の間隔は，試験方法

（案）のスタッド軸径の5倍とした。T型鋼の断面寸

法はT-400×200×28×13であり，長さは430mmであ

る。 
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表－2 実験条件 

 

 

表－3 配合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－1 試験体の概略図 

 

 

 

 

2.3 試験体の作製 

 

 コンクリートの打ち込み方向によりせん断力－す 

べり曲線に大きな影響があることが報告されている

ので，コンクリートの打ち込みはブリージングの影

響が最も少ないスタッド上方から軸に平行に打ち込

んだ。スタッドの頭部の下面にブリージング水が留

まるのを防ぐため，増粘剤を用いてブリージングの

少ないコンクリートにした。試験体打込み時に，ブ

リージング試験を行った。なお，ブリージング試験

はJIS A1123に準じて行った。試験結果，すべてブ

リージング率は，0になった。コンクリートの配合

は表－3に示す。 

 

 

2.4 載荷 

 

 万能試験機を用いて，押し漸増繰り返し載荷とし

た。除荷は，荷重が，25kN，50kN，75kN，100ｋN，

125kＮ，ずれ変位が，0.3mm，0.5mm，0.75mm，

1.0mm， 1.4mm， 2.0mm，3.0mm， 4.5mm， 6.0mm，

8.0mm，10mmの時に行うことを基準とした。 

 

 

2.5 測定項目と測定方法 

 

 （社）日本鋼構造協会の頭付きスタッドの押し抜

き試験方法に準じた。スタッドのせん断力は荷重計

で測定し，ずれ変位量はコンクリートブロック表面

の相対変位を8ヶ所で高感度変位計を用いて測定し

た。 

 

 

試験体番号 スタッド径 スタッド高さ スタッド細高

比 

スタッド引張り強

度 

コンクリート強度

mm mm N/mm2 N/mm2 

No1 25 120 6.00 449 33.3 

No2 19 120 6.32 437 47.4 

No3 19 120 6.32 623 34.3 

No4 19 120 6.32 623 23.5 

No5 19 120 6.32 623 46.9 

設計強度 

 

（N/mm2）

単位水量（kg/m3） 

水 

W 

セメント

C 

細骨材

S 

粗骨材

G 

減水剤 

SP 

増粘剤 

VA 

20 171 234 893 1112 1.87 0.86 

35 171 250 879 1112 1.05 0.86 

50 171 295 748 1112 5.31 0.86 
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３． 結果および考察 
 

 せん断力－ずれ変位関係の図－2から図－6に示す。 

 すべての試験体において，ずれ変位の増加と共に

せん断力が増加し，その後，せん断力は減少するの

に対し，ずれ変位は増加していった。最終段階の除

荷載荷時において，せん断力が過去の最大せん断力

に至らずにずれ変位が増加した。最大せん断力時か

らコンクリートにひび割れが発生し，ずれ変位の増

加とともに，ひび割れが進展した。スタッドの破断

は試験体No2，3，4は約6mmで起こり，試験体No2の

み12mmとなった。 

 試験体No5はスタッドが2本とも同時に破断した。

試験体No2，3，4はスタッドの破断が1本だけになっ

た。No2，No3はスタッドが1本破断すると同時にせ

ん断力が急激に低下したが，試験体No4はスタッド

が破断しても急激なせん断力の低下はみられなっか

った。試験体No1はスタッドが破断する前にコンク

リートが破壊された。 

 図－7に試験体No5，スタッドが2本破断した図を

示す。T型鋼の溶接部から破断していることがわか

る。 
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図－2 試験体No1のせん断力－ずれ変位関係 

 

 

0

50

100

150

200

250

300

0 2 4 6 8 10 12 14 16

ずれ変位(mm)

せ
ん

断
力

（k
N

）

No2

 
図－3 試験体No2のせん断力－ずれ変位関係 
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図－4 試験体No3のせん断力－ずれ変位関係 

 

0

50

100

150

200

250

0 1 2 3 4 5 6 7 8

ずれ変位(mm)

せ
ん

断
力

（k
N

) No4

 
図－5 試験体No4のせん断力－ずれ関係 
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図－6 試験体No5のせん断力－ずれ関係 
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図－7 試験体No7 スタッド2本破断 

 

 

４． まとめ 
 

（1）すべての試験体において，せん断力が増加す

るとともにずれ変位が増加し，最終段階の除荷再載

荷時において，せん断力が過去のせん断力に至らず

にずれ変位が増加した。 

 

（2）スタッドが破断するとき急激にせん断力の低

下が見られ，ずれ変位は増加した。 
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